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現
在
、
国
立
公
園
は
三
十
四
あ

り
、
最
近
で
は
沖
縄
や
ん
ば
る
が

追
加
さ
れ
、
秋
に
は
日
高
山
脈
が

国
定
公
園
か
ら
格
上
げ
に
な
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
国
定
公
園
は

五
十
八
あ
り
最
近
、
厚
岸
霧
多
布

昆
布
の
森
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
保
護
と
利
用
が
二
本
柱 

 

両
公
園
は
自
然
公
園
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
自
然

の
風
景
地
の
保
護
（
規
制
）
と
利

用
（
事
業
）
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

国
民
の
保
健
、
休
養
、
教
化
に
資

す
る―

を
目
的
と
し
、
新
し
く
生

物
多
様
性
の
確
保
が
加
わ
り
ま

し
た
。
両
公
園
の
指
定
基
準
と
規

制
の
レ
ベ
ル
は
同
水
準
で
、
管
理

者
が
国
か
都
道
府
県
か
の
違
い

に
な
り
ま
す
。 

 

西
中
国
山
地
国
定
公
園
は
一

九
六
九
年
に
指
定
さ
れ
た
広
島
、

山
口
、
島
根
に
ま
た
が
る
二
八
五 

      

平
方
㌔
で
、
冠
山
山
地
と
三
段

峡
、
匹
見
峡
な
ど
周
辺
の
渓
谷

群
を
含
む
一
帯
で
す
。 

 

■
最
も
厳
し
い
環
境
規
制 

 

ど
こ
が
優
れ
て
い
て
、
何
を

守
る
べ
き
か
、
ど
う
利
用
す
る

の
か―

を
ま
と
め
た
の
が
公
園

計
画
で
す
。
価
値
を
見
直
す
意

味
で
も
時
々
見
て
欲
し
い
で
す

ね
。
同
計
画
は
事
業
と
規
制
と

に
分
か
れ
て
い
て
、
事
業
に
は

車
道
と
歩
道
、
集
団
施
設
の
三

つ
が
あ
り
ま
す
。
特
別
保
護
地

区
の
三
段
峡
は
、
歩
道
か
ら
見

え
る
全
て
に
最
も
厳
し
い
規
制

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
別
保
護
地
区
で
規
制
さ
れ

て
い
る
の
は
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
建
物
や
歩
道
、
階
段
な
ど

工
作
物
の
新
設
、
広
告
物
や
案

内
看
板
の
設
置
。
植
物
の
伐
採

や
採
集
。
枝
を
折
っ
た
り
、
葉 

   

      

を
ち
ぎ
っ
た
り
す
る
損
傷
。
植

樹
や
種
ま
き
、
花
壇
の
設
置
。

落
ち
葉
の
持
ち
出
し
も
禁
止
さ

れ
、
焚
火
も
ダ
メ
で
す
。
今
年

四
月
一
日
か
ら
罰
則
が
強
化
さ 

       

私
た
ち
が
三
段
峡
、
さ
ん
け

ん
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
二
〇

一
九
年
、
広
島
大
学
の
地
域
の

元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採

用
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま

で
外
国
人
向
け
パ
ン
フ
の
作

成
、
さ
ん
け
ん
自
然
塾
で
の
野

外
教
育
・
調
査
、
野
外
博
物
館

構
想
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
鑑
の
立
ち
上

げ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

■
深
い
森 

動
植
物
の
宝
庫 

三
段
峡
で
確
認
さ
れ
て
い

る
種
子
植
物
は
約
七
百
種
類

で
す
。
県
内
は
二
千
四
百
種
、

面
積
比
一
％
で
す
か
ら
す
ご

い
多
さ
で
す
。
延
長
十
六
㌔
、

標
高
差
五
百
㍍
以
上
の
深
い

森
で
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
た
め

原
生
林
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

れ
、
違
反
す
る
と
十
二
カ
月
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
地
元
の
計
画
積
極
受
付 

 

四
月
施
行
の
改
正
自
然
公
園

法
の
要
点
は
三
点
で
す
。 

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画

制
度 

自
治
体
や
関
係
者
で
構

成
し
た
協
議
会
が
提
案
す
る
施

設
整
備
計
画
を
積
極
的
に
受
け

付
け
、
公
園
を
よ
り
良
く
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
手
続
き

的
に
は
大
臣
認
定
を
受
け
た
協

議
会
が
、
歩
道
の
新
設
や
案
内

板
の
設
置
な
ど
、
認
定
さ
れ
た

１ 

     

探
勝
路
沿
い
に
は
シ
ダ
類
が

多
く
百
種
以
上
で
県
内
の
三

割
、
コ
ケ
類
は
三
百
八
十
種
で

六
割
以
上
で
す
。
モ
ミ
ジ
や
カ

エ
デ
も
多
く
、
県
の
準
絶
滅
危 

       

計
画
に
基
づ
く
整
備
に
は
許
可

が
不
必
要
に
な
り
ま
し
た
。 

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画 

魅
力
的
な
滞
在
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
自
治
体
や
ま
ち
づ
く

り
団
体
を
対
象
に
し
た
制
度
で

す
。
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
景
観
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を

統
一
す
る
た
め
の
計
画
を
作
成

し
、
整
備
す
る
際
の
手
続
き
を

簡
素
化
し
ま
し
た
。 

 

保
護
と
適
正
利
用 

三
段
峡

で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
人
と
の
距
離
を
近
付
け
な

い
た
め
野
生
生
物
へ
の
餌
付
け

の
制
限
と
罰
則
の
強
化
で
す
。 

      

惧
種
の
キ
シ
ツ
ツ
ジ
が
見
ら
れ

ま
す
。
自
然
と
食
文
化
を
象
徴

す
る
の
が
橡
餅
で
す
。
生
物
多

様
性
の
高
い
自
然
と
文
化
的
食

物
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
博
物
館
・図
鑑
で
発
信 

 

元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

大
学
の
学
術
的
蓄
積
や
教
授
、

学
生
の
力
を
活
用
し
て
課
題
に

直
面
し
た
地
域
へ
貢
献
す
る
の

が
目
的
で
す
。 

 

知
の
発
信
源
が
必
要
だ
と
し

て
、
野
外
博
物
館
化
を
考
え
ま

し
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
昨
年
、
動
植
物
や
橡

餅
の
資
料
、
説
明
パ
ネ
ル
を
一

時
的
に
展
示
し
ま
し
た
。 

 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
鑑
「
原
色
広
島
三

段
峡
図
鑑
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

１ 

 

質
問
タ
イ
ム 

 
 

 
 
 

深
入
山
の
種
別 

第
一
種
保

護
地
域
で
す
か
ら
特
別
保
護
地

区
に
準
じ
る
地
域
で
す
。 

 

奥
三
段
峡
の
整
備
、
川
へ
下
り

る
道
の
新
設 

計
画
の
作
成
は
、

提
案
で
き
る
制
度
に
マ
ッ
チ
し

て
い
ま
す
。
協
議
会
で
話
し
合

い
、
誰
が
整
備
す
る
か
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

山
菜
の
採
取 

昔
か
ら
採
取

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
対
象

外
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

古
い
道
の
整
備 

地
権
者
の

了
解
が
あ
っ
て
も
、
申
請
し
て

許
可
が
必
要
で
す
。 

 

し
た
。
動
植
物
の
項
目
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
い
く
と
写
真
や
名

前
、
特
徴
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
博

物
館
の
今
後
の
発
展
プ
ラ
ン
と

し
て
は
、
展
示
物
の
増
加
と
充

実
、
新
規
参
加
者
の
募
集
、
展
示

物
の
管
理
、
フ
ォ
ト
コ
ン
で
の

写
真
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

  

質
問
タ
イ
ム 

 
 

 
 
 

 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
鑑
の
充
実 

「
さ
ん

け
ん
植
物
部
」
な
ど
分
野
別
の

グ
ル
ー
プ
を
広
げ
た
い
で
す
。 

 

コ
ケ
類
が
多
い
理
由 

湿
潤
地

が
多
く
、
気
候
の
幅
と
多
様
な

環
境
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

植
物
名
の
調
べ
方 

見
ら
れ

る
時
期
で
ネ
ッ
ト
検
索
、
図
鑑

と
絵
合
わ
せ
、
詳
し
い
人
と
歩

く
の
が
良
い
で
す
。 

カ
タ
ツ
ム
リ
の
種
と
特
徴 

戸 
 

河
内
町
史
に
よ
る
と
約
四
十
種

で
す
。
深
く
高
い
山
な
の
で
種

類
が
多
く
、
大
型
化
し
ま
す
。
マ

ニ
ア
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。 
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特別保護地区 

シンポジウム 

講演要旨 

景観の国宝三段峡 みんなで守る特別保護地区シンポジウム 

 「景観の国宝三段峡 みんなで守る特別保護地区シンポジウム」が４月 16

日、三段峡ホテルで開かれました。１部で環境省中国四国地方環境事務所広

島事務所の永瀬拓自然保護官が、自然公園法と４月に一部改正された要点を

説明。２部では広島大学大学院統合生命科学研究所の学生で広大さんけん部

の大崎壮巳さん、南葉錬志郎さん、宮田優大さんが野外博物館構想など「地

域の元気応援プロジェクト」の活動を報告しました。さんけんの主催。 

 

 

 

 

改
正
公
園
法 

許
可
手
続
き
簡
素
に 

罰
則
強
化 

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所
広
島
事
務
所 

永
瀬
拓
自
然
保
護
官 

「三
段
峡
植
物
に
つ
い
て
」 

豊
富
な
種 

生
物
多
様
性
の
高
い
自
然 

広
大
さ
ん
け
ん
部 

大
崎
壮
巳
さ
ん 

南
葉
錬
志
郎
さ
ん 

宮
田
優
大
さ
ん 

永瀬拓（ひらく）さん 

山形県出身。2014 年

環境省入省、北海道知

床のウトロ自然保護官

事務所に配属。16 年本

省野生生物課、18 年宮

崎県えびの高原、19 年

熊本県で勤務。21 年か

ら現職。瀬戸内海(広

島、山口)を担当してい

ます。趣味は山スキー。 

「
国
定
公
園
特
別
保
護
地
区
に
つ
い
て
」 

活動報告する広大さんけん部のメンバー 


